








要約 

研究者らはビリルビン・アルブミン溶液及び患者血清を用いて,アスコルビン酸がアンバウ

ドビリルビン測定値にどの程度抑制的に影響するかをアスコルビン酸オキシダーゼを添加

することにより,その変化を検討した。 

ビリルビン・アルブミン溶液にアスコルビン酸を添加すると,添加アスコルビン酸量に応じ

て,アンバウドビリルビン濃度は低く測定された。これらアスコルビン酸添加ビリルビン・

アルブミン溶液にアスコルビン酸オキシダーゼを添加したところ,アスコルビン酸オキシ

ダーゼ1Uではアスコルビン酸が10μg/mL以下ではその影響を10%以下に,2Uではアスコル

ビン酸が 30μg/mL 以下ではその影響を 10%以下にできた。しかし,新生児黄疸血清での検

討では,アスコルビン酸濃度が 20μg/mL 未満の例ではアスコルビン酸オキシダーゼ添加に

よっても全く変化せず,VitaminC の点滴静注を受けていない症例ではその差を無視できる

が,点滴静注を受けている症例ではそれよりも高値を示すためアンバウドビリルビン測定

にはアスコルビン酸オキシダーゼを添加して行う必要がある。 


